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 土木構造物の設計・施工・管理を行う上で、品質の確保は永遠のテーマであり、それを将来

に渡り継続するためには職員の知識や経験を高める事が重要である。今回、現場を見る機会が

減少している中で、特に将来を担う若手職員の技術力向上の取り組みとして、四国地方整備局

道路部で実施している、工事現場の見学会について紹介する。 
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1.  はじめに 

 

少子高齢化が進む中で、業務・手続き等の合理化や新

たな課題への取り組みなどもあり、国土交通省職員の仕

事内容は大きく変化している。例えば、担当者が行う工

事積算の内、過去は自ら行っていた図面・特記仕様書・

数量計算書・積算資料等の作成は、近年アウトソーシン

グされている。そのため、担当者の負担は軽減されてい

るものの、設計・工事内容や契約内容を理解する時間が

十分であるとは言えない状況と思われる。近年、働き方

改革の一環として積算の合理化や効率化が進められてい

るが、道路利用者に対する安全安心の提供、それに資す

る土木構造物の構築や維持管理は我々の責務であるとい

うことに変わりはない。 

そのためには、職員の技術力向上、特に若手職員への

技術継承が、重要な課題となっている。 

 

 

２．技術力向上の取り組みについて 

 

四国地方整備局道路部では、現場を見る機会を増やし、

特に若手職員を中心とする職員の技術力向上を目的に、

【道路部(̂ o )̂v技術力向上プログラム】現場見学会を人

材育成計画としても位置付け、平成２２年度から取り組

んでいる。図-1のとおり、これまでの１０年間で８０回

開催しており、延べ１，６００名余りが参加している。 

また、開催に当たっては、次の実施方針をもとに取り

組んでいる。 

 

●現場見学を定期的（毎月１回）に開催。 

●現場見学と学習会「座学」をセット開催することで、

ただ見るだけでなく考えさせる工夫をする。 

●実際に体験したり、考えたりする機会を見学会に織

り込むことで「記憶に残る」ように工夫する。 

●特に構造物の品質確保への取り組みや、情報化施工

技術等の新しい取り組みをカリキュラムに盛り込

む。 

●若手職員が計画的に参加できるよう、事前に年間計

画をお知らせする等を念頭におき実施。 

 

 

図-1 実績 

 

昨年度は、年度当初から全１０回の開催を予定してい

たが、台風１９号により被災した関東地方などへのＴＥ

Ｃ－ＦＯＲＣＥ（緊急災害対策派遣隊）派遣や、年度末

に発生した新型コロナウィルスの感染予防を考慮しての

一部中止もかさなり、表-1のとおり、５回の開催となっ

た。 

昨年度は、多くの若手職員（係長、係員：道路・河川

含む）に参加していただけており、参加した係員のうち、

複数回参加していただけた職員の人数は１／４強であっ

た。（図-2） 

 



 

表-1  令和元年度【道路部(̂ o )̂v技術力向上プログラム】 
【道路部(^o^)v技術力向上プログラム】

●令和元年度　現場見学会　年間計画 令和２年２月２８日現在

６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

事業箇所 高知南国道路 震災資料保管庫 高知南国道路 四国横断自動車道高知南国道路 松山外環状道路 猪ノ鼻道路 四国横断自動車道肱川橋橋梁架替
福家高架橋耐震補
強工事

工種 （トンネル工） （その他） （橋梁上部工） （橋梁上部工） （PC） （PC） （ 舗装工 ） （橋梁上部工） （橋梁下部工） 耐震

構造物名 五台山トンネル 被災構造物 国分川橋
吉野川大橋（仮
称）

絶海池第2橋
余戸西第１高架
橋

西山トンネル 新町川橋 肱川橋 福家高架橋

見どころ
民家が近接場所
での機械掘削施
工

兵庫県南部地震
で被災した土木
構造物の破壊状
況

送り出し等架設工
法など

環境保全対策、
架設設備、施工
方法等

PC多主版桁工な
ど

型枠・鉄筋～Ｃｏ
打設～ＰＣ緊張等

セットフォームに
よるコンクリート
舗装の施工状況

国内最大級の支
間長（250m）の鋼
橋製作工

ニューマチック
ケーソン基礎の
施工状況

耐震補強工の施
工状況

工事名
平成29-31年度　五
台山トンネル工事

－

平成29-30年度
国分川橋上部工
事

四国横断自動車道
吉野川大橋（仮称）

平成30-31年度
絶海池第2橋上部
工事

平成30-31年度
余戸西第１高架
橋上部工事

平成３０－３１年
度　西山トンネル
舗装（その２）工
事

平成３０-３２年度
新町川橋上部工
事

平成３１-３２年度
肱川橋下部
（P1,P2）工事

令和元年度　福
家高架橋耐震補
強工事

事務所 土佐
（一財）阪神高速
道路技術センター

土佐 NEXCO西日本 土佐 土佐 徳島 徳島 大洲 香川

座学予定 実施 実施 未実施 実施 未実施 未実施 実施 実施 未実施 未実施

内容

周辺環境に配慮
した騒音対策の
検討、大型掘削
機械の施工

地震の概要と復
旧までの歩みを
紹介するビデオ
上映

環境保全に配慮
した橋梁形式・施
工計画の取り組
みついて

コンクリート舗装
の特徴、工事の
流れ施工時の工
夫について

橋梁製作におけ
るCIMの活用・構
造と溶接・新町川
橋の構造計画の
ポイント」

ニューマチック
ケーソン工の概
要
施工設備・安全対
策及び２基同時
施工の工夫につ
いて

耐震補強工の施
工計画における
留意点

実施日 R1.6.24 R1.7.17 R1.9.18 R1.12.12 R2.1.22 R2.2.27

参加者 18 20 23 24 19 中止

見学会参加者 18 20 23 24 19

概 要
（現場）

概 要
（座学）

実績

 

 

 

 

 

図-2 参加者のうち参加回数別の人数（係員） 

 

 

(1) 学習会「座学」の実施状況について 

 

現場見学を実施する際には、原則「座学」を行うこと

とし、工事受注者の方々のご協力のもと、設計・施工に

おける注意点、施工工程におけるポイントや工夫内容、

さらには品質確保に関して工事発注時に提案いただいた、

技術提案事項の詳細な内容説明などを重点的に取り入れ

ている。 

また、見学前に座学を実施することで、実際の施工と

計画の比較を出来るようにして、理解が深まり疑問が生

まれ質問を促すなど、効果的な現場見学会となるように

工夫している。（写真-1） 

 

 

 
 

写真-1 「座学」の状況 

 

 

(2) 他組織の現場の活用 

  

整備局管内だけでは、工事内容や規模感等が偏ること

もあり、「ＪＢ本四高速」「NEXCO 西日本」の協力の

もと、各社が管内で施工している、大規模な橋梁や補修

工事などの現場においても実施している。（写真-2） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真-2 瀬戸大橋の耐震補強工事の状況 

 

また昨年度は、土木構造物の破壊の状態や道路復旧過

程を学習するため、阪神高速道路技術センターが、平成

7年に発生した阪神淡路大震災で被災した高速道路損傷

構造物を保管している、『震災資料保管庫』の見学を実

施した。受講生からは、構造物の降伏メカニズムが分か

りやすく理解できたことや、さらにインフラの重要性を

再認識できたとの意見があり、一定の効果があったと感

じている。（写真-3） 

 



 

 

写真-3 『震災資料保管庫』の見学状況 

 

(3) 体験による「記憶に残る」工夫 

 

 施工の講義や見学だけでは、理屈を理解するのみにな

りがちであることから、現場において品質を確保するた

めの重要なプロセスを伝えるため、実際の鉄筋組み立て

状況の確認や、溶接などの実技体験を可能な範囲で実施

している。（写真-4） 

それにより、インハウスエンジニアとしての設計及び

施工においての重要なポイントや、設計図を確認する際

の着眼点を養えればと考えている。 

 

 

 

写真-4 工場製作・溶接体験・非破壊検査の状況 

 

(4) 情報化施工技術等 

 

建設分野においてはICT土工をはじめとする、ICTの

活用拡大など、i-Constructionの原則実施を徹底し、国土

交通省全体で着実な取組を推進しているところであり、

近年現場においても様々な取り組みが行われていること

から、現場見学会に積極的に取り入れている。また、Ｂ

ＩＭ／ＣＩＭについても、３次元モデルを導入すること

により、計画から施工さらには維持管理の各段階におい

て、一連の建設生産システムの効率化・高度化が可能と

なることについて「座学」で説明している。（写真-5） 

  

 

 

写真-5 CIMを用いた設計・製作の説明 

 

 

３．技術研修の継続と新たな取り組みの推進 

 

(1)  基礎技術研修 

 

限られた時間の中で開催する現場見学会や座学を補完

するため、四国技術事務所において、業務遂行上必要な

コンクリートやアスファルト等に関する基礎的技術を習

得させることを目的とした研修も継続して実施おり、可

能な限り係員時代での受講を推進している。（写真-6） 

また、i-Constructionの理解を深めるための３ＤCAD研

修も取り入れている。 

 

 

 

写真-6 コンクリート打設の状況 

 



(2) 施工プロセス研修 

 

週休二日制推進にあたり、発注者はより適正な工期設

定が求められており、平成30年度から各建設協会と連携

した新しい取り組みとして、工事契約後、受注者が行う

工事工程作成のプロセスについて研修を実施している。 

講義内容は、実施工事における過去の事例等を用いて、

工程計画のポイントを学習後、工程作成実習、協会から

のアドバイスという流れで実施している。 

また、週休二日制の目的の一つでもある担い手確保や、

法令遵守、安全担保の為の適正工期等についても施工者

の立場として説明していただくことで、発注者の工程計

画の重要性を認識出来るようにしている。（写真-7） 

  

 

写真-7 グループ討議の状況 

 

 

４．取り組みの今後と課題 

 

現場見学をさらに充実するため、昨年度にアンケート

を実施した。アンケートは、まず設問に選択式で回答し

てもらい、次にその理由・意見を具体的に記載してもら

う方法で実施した。その主な内容について紹介する。 

【設問１・取り組みに参加して】では、全員が「非常

に参考になった」もしくは「参考になった」を選択して

おり、「あまり参考にならなかった」等の回答は無かっ

た。具体的な理由の記載も「机上のみでは理解しにくい

ことも理解しやすく参考になった」等、肯定的な理由が

多かった。 

実施回数、座学の実施や内容についての設問でも、肯

定的な意見が多かった。しかしその中で、「業務が忙し

い『年末から年度末』『年度初め』の実施は除いても良

いのでは」、「採用１～２年目の係員には難しいので

は」等の意見、提案もあり、今後のプログラム実施の時

期や内容について工夫していきたい。 

 

 

参加を促す内容の設問では、「上司などの助言もあり、

参加しやすい」という意見が多い中で、「超勤時間が制

限される中で、参加しやすいとはいえない」という意見

もあった。 

また、本プログラムの改善意見では、あまり多くの意

見は寄せられなかったが、「現場見学会そのものは否定

しないが、実際に現場に携わらせるべき・・・」という

意見があった。技術力向上の効果という点では、ご指摘

のとおりだが、現状各職場で現場を担当させるのが難し

いことから、見学会が若い職員の現場経験の一つになれ

ばと考えているところである。 

今回、アンケート開始が令和２年３月で、回答期限が

５月中旬ということで、４月期人事異動と新型コロナに

よる在宅勤務等も重なり回収率は芳しくなかった。しか

し、内容から本プログラムに関心が高い参加者からの意

見は頂けたものと感じている。今回頂いたアンケートや

意見等を考慮して、今後さらに魅力あるプログラムにし

ていきたいと考えている。 

今後さらなる働き方改革の推進のため、我々発注者の

日常業務の取り組み改善も問われることになる。既にコ

ンサルタント業界は時間外労働規制の対応を行い、約4

年後には建設業界でも実施となる。発注者においては、

適正工期の設定や、生産性向上の為のICT及びＢＩＭ・

ＣＩＭ の推進が求められている。また、基準類等の改

訂に際して、発注者の判断がこれまで以上に必要であり、

その判断を適切に且つ迅速に対応する為にも、我々発注

者の技術力の向上がよりいっそう求められる事になる。 

その為には、より多くの「本物（の現場）」を自分の

目で「見る」、施工者の体験を「聞く」「理解する」を

つみ重ねて、インハウスエンジニアとして見逃してはい

けないポイント等を、身につける必要がある。 

今後は本取り組みを、限られた時間のなかでさらに効

率的且つ有効性の高いものとする為の工夫を、引き続き

検討すると共に、本取組みの趣旨でもある「現場には、

デスクでは得られないものがある！」ことを、若手職員

に実感して貰う事が重要だと考えている。 

 

 

５．おわりに 

 

本取組みに際し、現場の提供や技術の説明等ご協力頂

いている工事受注者の方々・他機関の方々へお礼を申し

上げるとともに、今後も引き続きご協力をお願いいたし

ます。また、本紹介が皆様の工事現場において生産性の

向上に向けた取り組みの参考になり、担い手の確保につ

ながれば幸いです。 


